
防災特集

知って安心！
そなえて安心！

いつ襲ってくるか分からない災害の数々。
対策さえしっかりすれば、
あわてず落ち着いた対応ができるはず。
そのためには“いつも”の
準備が大切です！

災害には“いつも”が大切！ 緊急連絡先と情報入手方法を知ろう！

大田原市の取組

Point
1 高齢者等避難・避難指示の流れ

洪水予報・水防警報・気象情報の流れ

避難情報や大雨等に関する気象情報は、上記のような経路で市民の皆さんに伝
えられます。情報がどのようにくるのか、確認しておきましょう。

大田原市 地

○○地区の皆さん、○○日から
の大雨により○○川が増水して
います。
危険が予想されますので、避難
の準備をしてください。

　洪水注意報、警報が発表されたり、
サイレン音が聞こえたら避難の準備
を始めてください。体の不自由な人、
お年寄りや子供は、早めに避難させま
しょう。

　お互い助け合って指定された避難
所、または安全な場所に、速やかに避
難しましょう。

➡警戒レベル５になってからは、安全
な避難が難しい場合があります。

　地域の皆さんで声を掛け合って、空
振りをおそれずにレベル３、レベル４
の段階で安全・確実に避難を終えま
しょう。

者 避難

○○地区の皆さん、○○川の水
位が急激に上昇して危険な状態
です。
速やかに避難してください。

避難

すでに災害が発生している状況
です。命を守るための最善の行動
をとってください。

の

Point
2 避難の の

Step
1 の

Step
2 避難の の

Step
3大田原市 の

報道機関
テレビ・
ラジオ等

栃木県
ホームページ

国土交通省
ホームページ
(川の防災情報)

気象庁
ホームページ

市ホームページ・
市公式SNS・防災行政無線・

緊急速報メール

パソコン
携帯電話

パソコン
携帯電話

パソコン
携帯電話

　災害時には、必ず各ラジオ局が情報発信していますので、右の表にある代表的な
局の周波数を参考に、正しい情報の入手に心がけましょう。特に地元のAM局や
FM局だと、より詳しい内容が聞けることもあります。防災グッズに必ず入れてほし
い携帯ラジオ。もちろん電池のチェックも忘れずに。

　右の表に、災害時に必要となりそうな緊急連
絡先をまとめてみました。これ以外にも、各家庭
で話し合って、緊急連絡先を共有することをお
すすめします。ただし、災害時には電話がつなが
りづらい場合も多いので周囲の住民の皆さんと
自主防災組織を作ったり、巡回する消防車等を
見かけたら相談したりと、コミュニケーションを
しっかりとるように心がけてください。

災害情報（ラジオ周波数）
AM 栃木放送　864kHz

FM
NHK FM　80.3MHz

FM栃木　 76.4MHz

緊急連絡先
大田原市役所 ☎23-1111

電気 ☎0120-995-112

電話 ☎113

水道 ☎23-8713

大田原消防署 ☎28-5119

大田原警察署 ☎24-0110

那須赤十字病院 ☎23-1122

那須中央病院 ☎29-2121

の ～災 の い ～

※地震等の災害発生時に被災者の安否を気遣う通話が増加し、被災地への通話が
つながりにくい状況になる場合にサービスを開始。
※携帯電話各社でも大規模災害には「災害用伝言板」サービスを提供します。各社
のメニューから「災害用伝言板」を開く。

1 7 1

ー て

に て い

　災害時に電話がつながりづらい時には、メー
ルやSNSを使って、情報交換や家族等との連絡
に利用するのもおすすめです。ただし、公共の正
しくない情報も他から入ることがあるので注意
が必要。また、各携帯会社も災害伝言サービス
を行っていますから、各社のホームページを
チェックして、いざというときにあわてないで利
用できるようにしておきましょう。

【防災情報に関するお問い合わせ先】 危機管理課防災係☎0287-23-1115
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指定緊急避難場所および指定避難所

大田原地区

　集中豪雨や台風、地震等の自然災害の発生時に、ひとり暮
らしの高齢者等の災害時に支援が必要な方に対し、迅速か
つ的確な対応が図れるように支援体制を整え、誰もが安全
で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいますので、対
象となる方はお申し込みください。

市ホームページ
大田原市防災ハザードマップ
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
docs/2013082767837/

黒羽地区

湯津上地区

あなたの住む地域の避難場所等をチェック。
自宅から避難場所へのルートも確かめておきましょう。

避難行動要支援者の対応について 福祉課社会福祉係　☎23-8707

■対象となる方
ア．介護保険の要介護認定者（要介護1以上）
イ．ひとり暮らし高齢者、高齢者夫婦のうち支援が必要な方
ウ．身体（精神）障がい者（重度の方）
エ．その他災害時に支援が必要と認められる方　

【防災情報に関するお問い合わせ先】 危機管理課防災係☎0287-23-1115

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

大田原体育館、武道館 本町1-1-1 ○ ○ × × ○
大田原小学校 城山1-4-36 ○ ○ ○ ○ ○
西原小学校 美原3-2-8 ○ ○ ○ ○ ○
紫塚小学校 紫塚1-7-1 ○ ○ ○ ○ ○
大田原中学校 美原1-14-2 ○ ○ ○ ○ ○
若草中学校 若草2-1234 ○ ○ ○ ○ ○
大田原高等学校 紫塚3-2651 ○ ○ ○ ○ ○
大田原女子高等学校 元町1-5-43 ○ ○ ○ ○ ○
大田原東地区公民館 若草1-1287-1 ○ ○ ○ ○ ○
県立県北体育館 美原3-2-62 ○ ○ ○ ○ ○
大田原西地区公民館 浅香3-3578-747 ○ ○ ○ ○ ○
勤労青少年ホーム 美原1-1-4 ○ ○ × × ○
美原公園 美原1-15-25 ○ ○ ○ ○ ×
中央多目的公園 中央2-2360-2 ○ ○ ○ ○ ×
福寿草ほほえみセンター 中田原383-2 ○ × ○ ○ ×
金田北中学校 市野沢2067 ○ ○ ○ ○ ○
市野沢小学校 市野沢2077 ○ ○ ○ ○ ○
羽田小学校 羽田644 ○ ○ ○ ○ ○

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

奥沢小学校 奥沢175 ○ ○ ○ ○ ○
金丸小学校 南金丸1640 ○ ○ ○ ○ ○
金田南中学校 南金丸1870-4 ○ ○ ○ ○ ○
金田北地区公民館 市野沢1988-1 ○ ○ ○ ○ ○
金田南地区公民館 南金丸1870-5 ○ ○ ○ ○ ○
国際医療福祉大学グラウンド 北金丸2600-1 ○ ○ ○ ○ ×
親園小学校 親園618 ○ ○ ○ ○ ○
親園中学校 花園1-87 ○ ○ ○ ○ ○
宇田川小学校 宇田川829 ○ ○ ○ ○ ○
親園農村環境改善センター 花園1973 ○ ○ ○ ○ ○
薄葉小学校 薄葉2014 ○ ○ ○ ○ ○
野崎中学校 薄葉2250 ○ ○ ○ ○ ○
石上小学校 上石上1528 ○ ○ ○ ○ ○
野崎研修センター 野崎2-26-2 ○ ○ ○ ○ ○
旧佐久山中学校 佐久山4427-107 ○ ○ ○ ○ ○
旧福原小学校 福原1132 ○ ○ ○ ○ ○
ふれあいの丘 福原1411-22 ○ ○ ○ ○ ○
佐久山地区公民館 佐久山2287-1 × ○ ○ ○ ○

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

湯津上中学校 湯津上5-573 ○ ○ ○ ○ ○
湯津上小学校 湯津上1156 ○ ○ ○ ○ ○
湯津上農村環境改善センター 湯津上5-776 ○ ○ ○ ○ ○
佐良土小学校 佐良土901-3 ○ ○ ○ ○ ○
佐良土西コミュニティセンター 佐良土1208 ○ ○ ○ × ○
佐良土多目的交流センター 佐良土853 ○ ○ ○ ○ ○

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

蛭田小学校 蛭田1720 ○ ○ ○ ○ ○
蛭畑公民館 蛭畑686-1 ○ ○ ○ × ○
品川センター 蛭田1981-47 ○ ○ ○ × ○
新宿公民館 新宿588-1 ○ ○ ○ × ○
片府田生活センター 片府田346 ○ ○ ○ × ○
湯津上支所 湯津上5-1081 ○ ○ ○ ○ ○
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指定緊急避難場所および指定避難所
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つ的確な対応が図れるように支援体制を整え、誰もが安全
で安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいますので、対
象となる方はお申し込みください。
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黒羽地区

湯津上地区

あなたの住む地域の避難場所等をチェック。
自宅から避難場所へのルートも確かめておきましょう。

避難行動要支援者の対応について 福祉課社会福祉係　☎23-8707

■対象となる方
ア．介護保険の要介護認定者（要介護1以上）
イ．ひとり暮らし高齢者、高齢者夫婦のうち支援が必要な方
ウ．身体（精神）障がい者（重度の方）
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【防災情報に関するお問い合わせ先】 危機管理課防災係☎0287-23-1115

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

黒羽中学校 北野上3597-1 ○ ○ ○ ○ ○
前田集会所 前田212-3 ○ ○ ○ × ○
黒羽体育館 前田1020 ○ ○ × ○ ○
黒羽高等学校 前田780 ○ ○ ○ ○ ○
堀之内集会所 堀之内85 ○ ○ ○ × ○
ピアートホール 堀之内656-1 ○ ○ ○ ○ ×
北滝公会堂 北滝593 × ○ ○ ○ ○
黒羽・川西地区公民館 黒羽田町848 ○ ○ ○ ○ ○
片田集会所 片田630 ○ ○ ○ × ○
亀久公民館 亀久824 ○ ○ ○ × ○
矢倉地区活性化施設
（矢倉せせらぎ館） 矢倉427 ○ ○ ○ × ○

築地集会所 黒羽向町761-3 × ○ ○ × ○
奥澤公民館 黒羽向町1229 × ○ ○ × ○
旧川西中学校 黒羽向町1555 ○ ○ ○ ○ ○
黒羽商工会 黒羽向町112-2 × ○ ○ × ○
川西高齢者ほほえみセンター 黒羽向町409-1 × ○ ○ × ○
川西小学校 黒羽向町618 ○ ○ ○ ○ ○
大豆田公民館 大豆田413 × ○ ○ × ○
余瀬多目的集会所 余瀬434 ○ ○ ○ × ○
旧蜂巣小学校 蜂巣295 ○ ○ ○ ○ ○
蜂巣集落センター 蜂巣195 ○ ○ ○ × ○
篠原公民館 蜂巣730 ○ ○ ○ × ○
桧木沢集落センター 桧木沢804 ○ ○ ○ × ○
寒井本郷集会所 寒井811-1 ○ ○ ○ × ○

名称 所在地
緊急避難場所に係る

災害の種類 指定
避難所

洪水 土砂
災害 地震 大規模

火災

寒井南部公民館 寒井245 ○ ○ ○ × ○
旧寒井小学校 寒井244-35 ○ ○ ○ ○ ○
寒井北部公民館 寒井1643 ○ ○ ○ × ○
両郷地区コミュニティセンター 中野内773 ○ ○ ○ ○ ○
両郷中央小学校 中野内809 ○ ○ ○ ○ ○
芸術文化研究所
（旧両郷中学校） 中野内580 ○ ○ ○ ○ ○

中野内公民館 中野内2123 ○ ○ ○ × ○
両郷集会所 両郷1411-2 ○ ○ ○ × ○
寺宿集会所 寺宿303 ○ ○ ○ × ○
木佐美集会所 木佐美278-2 ○ ○ ○ × ○
大久保集会所 大久保365 ○ ○ ○ × ○
久野又集会所 久野又249-2 ○ ○ ○ × ○
交流促進センター若杉山荘 大輪675-22 ○ ○ ○ × ○
大輪集会所 大輪275 × ○ ○ × ○
黒羽運動公園 大輪1726 ○ ○ ○ ○ ×
川田公民館 川田144 × ○ ○ × ○
須賀川出張所 須佐木53 ○ × ○ ○ ○
須佐木中組公民館 須佐木757-1 ○ ○ ○ × ○
須佐木多目的集会所 須佐木930 ○ ○ ○ × ○
川上健康増進センター 川上184 × ○ ○ ○ ○
南方第１公民館 南方332 ○ ○ ○ × ○
須賀川集会所 須賀川1846 ○ × × ○ ○
須賀川下組会館 須賀川931 ○ ○ ○ × ○
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大きな災害が発生したら、冷静に判断するのは難しいものです。しかし、一瞬の判断が生死を分けることもあります。
災害時でも「あわてず、落ち着いて」行動するために、以下の行動ポイントを確認しましょう。

災害発生！そのときどうする？ 避難時の心得

非常時持ち出し品・備蓄品

地震発生時の行動ポイント

風水害時の行動ポイント

避難 避難 て

食料品等

日用品

貴重品

現金（小銭）、預金通帳、印鑑、
マイナンバーカード、障害者手帳、
重要書類の番号を記したもの

あると便利な物

ウェットティッシュ、マスク、
ビニール袋、携帯用浄水器、
食品用ラップ

赤ちゃん用品

哺乳ビン、ミルク、紙おむつ、
衛生用品、母子手帳等

その他

笛、携帯用カイロ、
保険証コピー

衣類等

衣類、タオル、毛布寝袋、
下着類、上着雨具

安全対策

ヘルメット、防災ずきん、
救急セット、常備薬、
底の厚い靴

携帯ラジオ、手袋（軍手）、ちり紙、
ローソク、マッチ・ライター、
ロープ、懐中電灯、生理用品、
石けん・歯磨きセット

い の
避難

ラジオ・テレビで最新の災害
情報に注意をしましょう。山
間部や沿岸部の近くに住ん
でいる人は早めに避難しま
しょう。

に
い

に避難 の

避難場所までの経路は、事前
に確認しておきましょう。避
難場所へ向かう道は、狭い路
地や壁ぎわ、川べり等は避け
ましょう。

避難する前に、電気・ガス等
の火元を確認しましょう。ま
た、避難先や安否情報を書い
た連絡メモを残しておきま
しょう。

避難 に

避難の
に避難

人的被害が迫った場合には、
市役所や消防団から避難の
呼びかけをする場合がありま
す。呼びかけがあった場合に
は、すぐに避難してください。

の避難 て

避難場所へは徒歩で避難して
ください。車での避難は緊急
車両の通行を妨げる原因と
なりますので、やめましょう。

の
避難に

子供やお年寄り、体の不自由
な人等は、避難に時間がかか
ります。近所のお年寄り等の
避難に協力をしましょう。ま
た、日本語が不自由な外国人
の避難にも協力をしましょう。

避難に
に

もし避難に遅れ、危険が迫っ
てきた場合は、近くの丈夫な
建物の3階以上（2階でも可）
に逃げましょう。

食料、飲料水（1日３L、3日分）、
ナイフ、缶切り

５ すでに災害が発生・切迫している状況。命を守るための最善の行動をとる。

警戒レベル 居住者等がとるべき行動 居住者等に促す情報

緊急安全確保※1

・高齢者、障がいのある方、乳幼児等とその支援をする方は避難を開始する。
・高齢者等以外の方も、必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備
をしたり、自主的に避難する。

3 高齢者等避難

ハザードマップ等により、災害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認する。2 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁が発表）

最新の防災気象情報等に留意する等、災害への心構えを高める。1 早期注意情報（気象庁が発表）

危険な場所から全員避難する。4 避難指示※2

警戒レベル4までに必ず避難！

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。

●火元を確認し、出火していたら初期消火をする。
●家族の安全を確認する。
●靴をはく（ガラスの破片等から足を守る）。
●非常持ち出し品を用意する。
●山崩れに注意をする。

●机の下等にもぐり、自分の身の安全を確保する。
●火の始末をする。
●ドアや窓を開けて、出口を確保する。

●協力して応急救護を行う。
お年寄り、体の不自由な人、けが人等に声をかけ
て、助け合いましょう。
●余震に注意をする。
※大きな地震の後には余震が発生する。

●ラジオ等で正確な情報を確認する。
●電話の使用はなるべく控える。
●家屋倒壊等の恐れがあれば避難する。
●ブロック塀や瓦やガラス等の落下物に注意する。
●車は使わず徒歩で避難場所に避難する。

●保育所（園）・幼稚園や小・中学校に子どもを迎えに
行くために自宅を離れる場合は、行き先を書いた連
絡メモを目立つ場所に残す。
●再度出火防止を確認する。
　ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす。

地震
発生

増水した川の様子を見に行
くのは大変危険です。絶対に
やめましょう。

【防災情報に関するお問い合わせ先】 危機管理課防災係☎0287-23-1115
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大きな災害が発生したら、冷静に判断するのは難しいものです。しかし、一瞬の判断が生死を分けることもあります。
災害時でも「あわてず、落ち着いて」行動するために、以下の行動ポイントを確認しましょう。

災害発生！そのときどうする？ 避難時の心得

非常時持ち出し品・備蓄品

地震発生時の行動ポイント

風水害時の行動ポイント

避難 避難 て

食料品等

日用品

貴重品

現金（小銭）、預金通帳、印鑑、
マイナンバーカード、障害者手帳、
重要書類の番号を記したもの

あると便利な物

ウェットティッシュ、マスク、
ビニール袋、携帯用浄水器、
食品用ラップ

赤ちゃん用品

哺乳ビン、ミルク、紙おむつ、
衛生用品、母子手帳等

その他

笛、携帯用カイロ、
保険証コピー

衣類等

衣類、タオル、毛布寝袋、
下着類、上着雨具

安全対策

ヘルメット、防災ずきん、
救急セット、常備薬、
底の厚い靴

携帯ラジオ、手袋（軍手）、ちり紙、
ローソク、マッチ・ライター、
ロープ、懐中電灯、生理用品、
石けん・歯磨きセット

い の
避難

ラジオ・テレビで最新の災害
情報に注意をしましょう。山
間部や沿岸部の近くに住ん
でいる人は早めに避難しま
しょう。

に
い

に避難 の

避難場所までの経路は、事前
に確認しておきましょう。避
難場所へ向かう道は、狭い路
地や壁ぎわ、川べり等は避け
ましょう。

避難する前に、電気・ガス等
の火元を確認しましょう。ま
た、避難先や安否情報を書い
た連絡メモを残しておきま
しょう。

避難 に

避難の
に避難

人的被害が迫った場合には、
市役所や消防団から避難の
呼びかけをする場合がありま
す。呼びかけがあった場合に
は、すぐに避難してください。

の避難 て

避難場所へは徒歩で避難して
ください。車での避難は緊急
車両の通行を妨げる原因と
なりますので、やめましょう。

の
避難に

子供やお年寄り、体の不自由
な人等は、避難に時間がかか
ります。近所のお年寄り等の
避難に協力をしましょう。ま
た、日本語が不自由な外国人
の避難にも協力をしましょう。

避難に
に

もし避難に遅れ、危険が迫っ
てきた場合は、近くの丈夫な
建物の3階以上（2階でも可）
に逃げましょう。

食料、飲料水（1日３L、3日分）、
ナイフ、缶切り

５ すでに災害が発生・切迫している状況。命を守るための最善の行動をとる。

警戒レベル 居住者等がとるべき行動 居住者等に促す情報

緊急安全確保※1

・高齢者、障がいのある方、乳幼児等とその支援をする方は避難を開始する。
・高齢者等以外の方も、必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備
をしたり、自主的に避難する。

3 高齢者等避難

ハザードマップ等により、災害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認する。2 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁が発表）

最新の防災気象情報等に留意する等、災害への心構えを高める。1 早期注意情報（気象庁が発表）

危険な場所から全員避難する。4 避難指示※2

警戒レベル4までに必ず避難！

※1 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル5は必ず発令される情報ではありません。
※2 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。

●火元を確認し、出火していたら初期消火をする。
●家族の安全を確認する。
●靴をはく（ガラスの破片等から足を守る）。
●非常持ち出し品を用意する。
●山崩れに注意をする。

●机の下等にもぐり、自分の身の安全を確保する。
●火の始末をする。
●ドアや窓を開けて、出口を確保する。

●協力して応急救護を行う。
お年寄り、体の不自由な人、けが人等に声をかけ
て、助け合いましょう。
●余震に注意をする。
※大きな地震の後には余震が発生する。

●ラジオ等で正確な情報を確認する。
●電話の使用はなるべく控える。
●家屋倒壊等の恐れがあれば避難する。
●ブロック塀や瓦やガラス等の落下物に注意する。
●車は使わず徒歩で避難場所に避難する。

●保育所（園）・幼稚園や小・中学校に子どもを迎えに
行くために自宅を離れる場合は、行き先を書いた連
絡メモを目立つ場所に残す。
●再度出火防止を確認する。
　ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす。

地震
発生

増水した川の様子を見に行
くのは大変危険です。絶対に
やめましょう。

【防災情報に関するお問い合わせ先】 危機管理課防災係☎0287-23-1115
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